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私
た
ち
の
世
界
つ
く
ろ
う

Ｇ
８
で
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

７
月
５
日
、
札
幌
市
大
通

８
丁
目
広
場
で
市
民
ピ
ー
ス

ウ
ォ
ー
ク
が
主
催
す
る
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
Ｇ
８
・
１
万

人
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
が
行

わ
れ
、
海
外
参
加
者
も
含
む

５
０
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
山
田
剛
代
表
は
あ
い

さ
つ
で
、「
Ｇ
８
だ
け
で
、
未

来
を
決
め
る
こ
と
を
許
し
て

は
い
け
な
い
、
世
界
の
人
が

思
う
こ
と
、
途
上
国
の
声
を

聞
い
た
政
策
を
施
す
べ
き
、

Ｇ
８
で
決
め
る
こ
と
は
ナ
ン

セ
ン
ス
」
だ
と
述
べ
、「
戦
争

は
、
最
大
の
人
権
侵
害
、
環

境
破
壊
だ
。
地
球
か
ら
核
兵

器
を
な
く
し
、
戦
争
、
紛
争

を
な
く
し
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
め
ざ
そ
う
」と
訴
え
た
。

集
会
は
、「
Ｇ
８
に

挑

戦

し
、
私
た
ち
の
世
界
を
つ
く

ろ
う
」
と
平
和
・
人
権
・
環

境
問
題
の
大
切
さ
を
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
中
島
公
園

ま
で
デ
モ
行
進
し
た
。

こ
の
集
会
・
デ
モ
に
対
し

警
察
・
機
動
隊
に
よ
る
過
剰

警
備
や
暴
力
的
な
介
入
が
行

わ
れ
、
デ
モ
参
加
者
４
人
が

逮
捕
拘
束
さ
れ
た
。こ
れ
は
、

憲
法
が
保
障
す
る
集
会
の
自

由
、
表
現
の
自
由
を
侵
害
す

る
行
為
。
主
催
者
で
あ
る
実

行
委
員
会
３
団
体
は
、
５
日

付
け
で
札
幌
中
央
署
長
に
抗

議
声
明
を
出
し
た
。

核も戦争もない世界、貧困と差別をなくし、子どもたちに緑の地球を残
そうと訴えたデモ行進＝７月５日、札幌市

全
国
自
治
研
が
近
づ
い
て
き
た
。
市

民
に
も
呼
び
か
け
る
大
き
な
集
会
。
期

間
中
の
「
マ
イ
箸
」「
マ
イ
バ
ッ
ク
」
を

呼
び
か
け
中
！
心
配
な
の
は
「
マ
イ

箸
」。日
数
分
の
割
り
箸
を
持
参
す
る
参

加
者
が
い
な
い
こ
と
を
願
う
…
。
会
場

で「
マ
イ
箸
」も
販
売
し
ま
す
よ
。

自
治
労
が
話
題
？
「
自
治
労
っ
て
い

う
の
は
ど
ん
な
組
織
だ
！
」「
自
治
労
っ

て
何
な
ん
だ
？
」
テ
レ
ビ
で
み
の
も
ん

た
氏
が
、
１０
回
ほ
ど
「
自
治
労
」
を
連

呼
し
た
。
そ
ん
な
に
悪
者
扱
い
し
た
い

の
か
？
決
め
ゼ
リ
フ
は
「
ま
あ
労
働
組

合
は
必
要
な
ん
だ
け
ど
～
」
だ
っ
た
。

ＰＳＩ７
月
５
日
、
北
海
道
自
治

労
会
館
で
Ｇ
８
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
に

先

が

け
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
の

視
点
か
ら
Ｇ
８

サ
ミ
ッ
ト
の
主

要
課
題
で
あ
る

貧
困
、
人
権
、

環
境
に
関
す
る

提
言
を
行
お
う

と
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
東

ア
ジ
ア
小
地
域

事
務
所
が
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。
Ｐ
Ｓ

Ｉ
�
Ｊ
Ｃ
（
日
本
加
盟
組
合

協
議
会
）
と
し
て
、
自
治
労

岡
部
委
員
長
、
植
本
副
委
員

長
。
道
本
部
か
ら
組
合
員
約

４０
人
が
参
加
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
岡
部

委
員
長
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
で
は
、
気
候
変
動
、

格
差
の
拡
大
、
移
住
労
働
者

の
権
利
問
題
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
劣
化
と
貧
困
層
の
生
活

苦
が
進
行
し
て
い
る
。
世
界

各
国
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
市
民
が

集
ま
る
市
民
サ
ミ
ッ
ト
へ
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と

し
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

Ｐ
Ｓ
Ｉ
本
部
か
ら
ス
ベ
ン

ト
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
公
共
サ
ー

ビ
ス
政
策
提
言
担
当
役
員
が

基
調
提
起
を
行
い
、
市
民
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
唯
一
の

国
際
的
労
組
と
し
て
、
Ｇ
８

サ
ミ
ッ
ト
会
議
へ
公
務
部
門

の
労
働
者
の
声
を
反
映
さ
せ

る
必
要
性
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
動
向
に
つ
い
て
報

告
し
た
佐
藤
克
彦
Ｐ
Ｓ
Ｉ
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
事
務
所

長
は
、
労
働
組
合
と
し
て
組

織
率
を
上
げ
る
こ
と
、
ま

た
、
移
住
労
働
者
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
問
題
に
焦
点

を
あ
て
る
こ
と
が
提
起
さ
れ

た
。
参
加
者
は
、
引
き
続
き

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し

た
。

自
殺
者
が
１０
年
運
続
３
万
人
を

超
え
た
と
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。

今
、
こ
う
し
て
い
る
と
き
に
も
１

日
平
均
１
０
０
人
が
自
ら
の
命
を

絶
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

原
因
は
色
々
あ
る
と
思
う
が
、

特
定
さ
れ
て
い
る
う
ち
経
済
的
理

由
が
２４
％
に
上
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
格
差
、
２
極
化
、
非
正
規
、

ニ
ー
ト
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
な

ど
、
日
本
は
、
国
民
の
多
く
が
ま

じ
め
に
働
い
て
も
将
来
に
展
望
の

も
て
な
い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
う
し
た
中
で
、
消
費
者
金

融
を
利
用
し
て
い
る
人
は
１
４
０

０
万
人
お
り
、
こ
の
う
ち
２
０
０

万
人
が
多
重
債
務
者
と
い
わ
れ
て

い
る
。
脅
迫
ま
が
い
の
取
り
立
て

に
よ
る
離
職
、
家
庭
崩
壊
、
犯

罪
、
自
殺
…
な
ど
悲
劇
が
後
を
絶

た
な
い
。

０６
年
に
中
央
労
福
協
・
連
合
が

中
心
と
な
り
「
出
資
法
の
上
限
金

利
引
下
げ
」
�
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

金
利
撤
廃
」
の
運
動
を
展
開
。
結

果
、
貸
金
業
法
が
改
正
さ
れ
た
。

出
資
法
が
定
め
た
上
限
金
利
は
昭

和
５０
年
代
は
な
ん
と
１
０
９
・
５

％
で
「
サ
ラ
金
地
獄
」
が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
り
、
昭
和
５８
年
に

は
７３
％
、
平
成
１２
年
か
ら
は
現
行

の
２９
・
５
％
へ
と
段
階
的
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
高
金
利

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な

い
。
本
来
負
担
し
な
く
て
も
よ
い

金
利
を
支
払
わ
せ
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
な
り
、
い
ま
各
地
で
金
利
返

還
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
労
金

業
態
は
各
労
金
で
「
多
重
債
務
対

策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、「
お
金
の

間
題
！
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
展
開
し
、
弁
護
士
な
ど
法
律
専

門
家
と
タ
イ
ア
ッ
プ
を
は
か
り
、

相
談
体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。
一

人
で
悩
ま
な
い
で
ぜ
ひ
、
訪
れ
て

ほ
し
い
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
視
点
で

貧
困
・
環
境
・
人
権

多
重
債
務
を
撲
滅
し
よ
う
！

北
海
道
労
働
金
庫
常
務
理
事

大
場

博
之（
元
自
治
労
道
本
部
委
員
長
）

６日からのＧ８サミットにさきがけて開催した
シンポジウム＝７月５日、自治労会館

朔 風

登登登登登登登登登登登登登登登登登登別別別別別別別別別別別別別別別別別別市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長選選選選選選選選選選選選選選選選選選にににににににににににににににににに支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援をををををををををををををををををを！！！！！！！！！！！！！！！！！！
「「
共共
感感
とと
協協
働働
」」のの
市市
政政

JICHIRO スケジュール
２００８年７月

２２日�火 道本部第２１回執行委員会（札幌市）

２３日�水 人事院勧告期第２次中央行動（東京）

２５日�金 全道女子バレーボール大会開会式（～２６日、札幌市）

２００８年８月

１日�金 第２９回全国保育集会（～３日、山形県）

５日�火 第２２回執行委員会（札幌市）

６日�水 北海道地公三単産組織統合連絡会結成会議

（札幌市）

自宅所有者の住居手当を守れ！
人事院総裁宛緊急打電（レタックス）行動

７月２４日�木～３０日�水まで実施中！
登
別
市
長
選
が
、８
月
３
日
告

示
、１０
日
投
票
で
行
わ
れ
る
。
自

治
労
道
本
部
は
、
田
辺
ま
さ
ひ
ろ

さ
ん
を
推
薦
決
定
し
、
登
別
の
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
を
担
え
る
よ
う
全

力
で
支
援
す
る
。
田
辺
ま
さ
ひ
ろ

さ
ん
は
、
福
祉
や
教
育
に
市
民
の

声
が
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
を
切
実

に
感
じ
、「
真
に
市
民
が
参
画
す
る

ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
」
６
月

２２
日
に
出
馬
を
表
明
し
た
。

�
略
歴
�

■
１
９
５
９
年
生
ま
れ
４９
歳
。１

９
８
２
年（
昭
和
５７
年
）
登

別

市
役
所
勤
務
。本
年
６
月
１６
日

退
職
。

■
１
９
９
５
年
登
別
市
職
労
委
員

長
、
１
９
９
７
年
連
合
登
別
事

務
局
長
、
１
９
９
９
年
連
合
登

別
会
長
な
ど
歴
任
。

・一時金減額反対

・自宅所有者住宅手当廃止反対

人勧情報は、道本部ホームページ（単

組・組合員専用ページ）に随時掲載。

道本部ホームページ

組合員専用ページは 888888888888月月月月月月月月月月月月333333333333日日日日日日日日日日日日告告告告告告告告告告告告示示示示示示示示示示示示・・・・・・・・・・・・111111111111000000000000日日日日日日日日日日日日投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票
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労働法講座
７
月
２
日
、
自
治
労
会
館

で
、
労
働
法
講
座
を
開
き
、

約
９０
人
が
参
加
し
た
。

６
月
に
、
国
家
公
務
員
改

革
基
本
法
が
修
正
さ
れ
成
立

し
た
こ
と
に
よ
り
、
３
年
以

内
に
法
体
系
の
整
備
、
５
年

後
に
は
協
約
締
結
権
の
付
与

と
い
う
課
題
が
現
実
味
を
帯

び
た
中
で
の
開
催
と
な
っ

た
。
今
後
、
新
た
な
条
件
下

で
の
労
働
条
件
決
定
シ
ス
テ

ム
を
ど
の
よ
う
に
全
体
で
つ

く
り
上
げ
て
い
く
の
か
、
難

し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
る

が
、
労
働
組
合
の
組
織
化
に

有
利
に
働
く
よ
う
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
く
。

第
１
講
座

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
の
道
幸
哲
也
教
授
�

「
労
働
コ
ス
ト
論
が
一
般
化

し
、
賃
金
に
よ
る
生
活
保
障

の
考
え
方
が
薄
ら
い
で
い

る
。
一
方
、
労
務
管
理
は
、

使
用
者
側
の
責
任
回
避
が
強

め
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。

さ
ら
に
、
日
本
に
お
け
る
団

体
交
渉
権
の
あ
り
方
で
は
、

「
労
使
自
治
で
は
組
合
の
力

が
弱
く
、
団
体
交
渉
が
で
き

な
い
場
合
に
権
利
と
し
て
保

障
し
て
い
る
」
と
説
明
し
、

「
特
に
弱
い
労
働
組
合
を
前

提
と
し
た
概
念
」
だ
と
述
べ

た
。第

２
講
座
―
１

川
村
俊
紀
弁
護
士
�
公
務

員
労
働
者
の
労
働
基
本
権

は
、「
憲
法
上
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、

日
本
の
制
限
は
国
際
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
課
題
」
と

指
摘
し
た
。ま
た
、今
回
の
国

家
公
務
員
改
革
基
本
法
に
お

い
て
は
、「
現
業
労
働
者
に
認

め
ら
れ
て
い
る
協
約
締
結
権

付
与
の
範
囲
拡
大
の
検
討
、

内
閣
官
房
に
人
事
院
の
機
能

を
移
す
方
向
だ
が
、
改
革
が

逆
戻
り
す
る
可
能
性
・
危
険

性
も
あ
る
」
と
述
べ
、「
現
状

で
は
極
め
て
不
十
分
な
こ
と

か
ら
、
運
動
で
権
利
保
障
の

方
向
に
す
す
め
る
こ
と
」
が

必
要
で
あ
る
と
話
し
た
。

第
２
講
座
―
２

自
治
労
本
部
田
島
さ
ん
�

組
織
率
の
低
下
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
な
い
現
状
に
、

「
労
働
組
合
の
存
在
意
義
が

問
わ
れ
て
い
る
」、特
に
公
務

部
門
で
は
、「
民
間
委
託
や
非

正
規
職
員
（
臨
時
・
非
常
勤

職
員
）
の
拡
大
に
対
し
、
組

織
化
が
進
ん
で
い
な
い
た

め
、
公
務
部
門
に
お
け
る
組

織
率
は
か
ろ
う
じ
て
過
半
数

を
確
保
す
る
に
止
ま
っ
て
い

る
」
と
の
実
態
を
述
べ
、
公

共
民
間
職
場
の
組
織
化
や
組

織
拡
大
に
向
け
て
、
労
働
基

準
法
や
労
働
組
合
法
、
労
働

契
約
法
な
ど
の
必
要
な
法
律

の
知
識
に
つ
い
て
、
実
践
的

に
解
説
し
た
。

原原
子子
力力
政政
策策
のの

破破
綻綻
示示
すす
ププ
ルル
ササ
ーー
ママ
ルル

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
７
月
７
日
、
自
治
労
会

館
で
「
原
子
力
政
策
の
破
綻

を
示
す
プ
ル
サ
ー
マ
ル
、
そ

の
問
題
点
」
の
講
演
会
を
開

き
、
組
合
員
、
市
民
団
体
の

会
員
な
ど
３
０
０
人
が
参
加

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
山
田

代
表
は
、「
核
と
人
類
は
共
生

で
き
な
い
と
い
う
基
本
に
た

っ
て
反
原
発
運
動
を
進
め
て

き
た
。
日
本
の
プ

ル
サ
ー
マ
ル
計
画

は
高
速
増
殖
炉
を

中
心
と
し
て
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
政
策

の
破
綻
を
隠
蔽
す

る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
米
国
は
プ
ル
サ
ー

マ
ル
の
実
験
を
日
本
に
や
ら

そ
う
と
し
て
い
る
。
誤
っ
た

国
策
に
つ
い
て
Ｎ
Ｏ
と
い
う

声
を
国
に
あ
げ
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

８
日
は
、
後
志
地
本
と
道

本
部
で
、
管
内
の
単
組
・
組

合
員
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
問
題

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
学

習
会
を
開
催
し
１
２
０
人
が

参
加
し
た
。
両
日
と
も
に
、

講
師
は
小
林
圭
二
さ
ん
。

小
林
講
師
は
プ
ル
サ
ー
マ

ル
の
必
要
性
を
め
ぐ
っ
て
、

「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
は
国

際
的
犯
罪
だ
。
世
界
は
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
利
用
か
ら
撤
退
し

て
い
る
。
日
本
だ
け
が
逆
行

し
て
プ
ル
サ
ー
マ
ル
な
ど
の

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
大
量
利
用

に
踏
み
出
す
こ
と
を
止
め
る

べ
き
で
あ
る
」
と
話
し
た
。

小
林
圭
二
さ
ん
は
、
京
都

大
学
原
子
炉
実
験
所
退
官
ま

で
講
師
と
し
て
勤
務
。
原
子

炉
物
理
学
の
研
究
、
原
子
炉

の
運
転
、
保
守
に
従
事
し
た

学
者
。
日
中
は
大
学
の
仕
事

を
し
な
が
ら
、
夜
は
反
原
発

運
動
に
協
力
し
て
き
た
。

つ
く
り
上
げ
よ
う

労労労労労労労労労労労労労労労労労労
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講師の小林圭二さん

約９０人が参加した労働法講座＝７月２日、札幌市・自治労会館

住住民民とと議議論論
地地域域医医療療守守るる

富富良良野野ででナナーーススアアククシショョンン

どうする!?
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市民にティッシュを配布し、アピール行動を行った

７
月
５
日
、
富
良
野
市
・

ふ
ら
の
広
場
で
「
北
海
道
医

療
ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
全
道

総
決
起
集
会
」
が
開
か
れ
、

自
治
労
や
、
加
盟
民
間
病
院

組
か
ら
７０
人
が
参
加
し
た
。

渡
部
議
長
は
、「
連
合
北
海

道
の
地
域
医
療
を
守
る
取
り

組
み
を
お
願
い
す
る
。
今
後

は
民
間
医
療
機
関
を
標
的
に

し
た
攻
撃
が
く
る
。
ま
た
、

衆
議
院
選
挙
が
近
々
に
予
想

さ
れ
る
、
医
療
制
度
改
悪
は

選
挙
で
打
破
し
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

来
賓
の
、
自
治
労
衛
生
医

療
評
議
会
木
村
議
長
は
「
医

療
労
働
者
が
声
を
あ
げ
、
看

護
師
の
増
員
を
求
め
て
い
こ

う
」
と
述
べ
た
。

■
「
富
良
野
地
区
の
医
療
情

勢
」
を
テ
ー
マ
に
、
横
山
久

仁
雄
富
良
野
市
議
が
講
演
。

「
自
分
た
ち
の
生
活
、患
者
の

た
め
の
医
療
に
つ
い
て
住
民

と
議
論
し
、
患
者
を
し
っ
か

り
守
っ
て
き
た
」と
、２０
年

前
、
富
良
野
協
会
病
院
の
負

債
で
病
院
存
続
の
危
機
に
あ

っ
た
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

■
「
看
護
師
か
ら
見
た
問

題
・
中
標
津
町
立
病
院
」
を

テ
ー
マ
に
、
竹
末
真
美
道
本

部
衛
・
医
評
副
議
長
は
「
制

度
や
法
の
整
備
を
学
習
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
看
護
協
会
と
い
う

職
能
団
体
を
通
じ
て
意
見
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
パ
ワ
ハ
ラ
が
な
い
職
場

の
民
主
化
を
！
」と
訴
え
た
。

今
回
は
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル

の
危
険
性
を
原
子
炉
工
学
に

詳
し
い
小
林
圭
二
さ
ん
が
指

摘
す
る
問
題
点
に
学
ぶ
。

性
質
違
う
ウ
ラ
ン
燃
料

と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料

（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
）

今
の
原
発
（
軽
水
炉
）

は
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
（
核
分

裂
し
や
す
い
ウ
ラ
ン
、
燃
え

る
ウ
ラ
ン
）
を
３
～
５
％
に

濃
縮
し
た
ウ
ラ
ン
を
燃
料
に

し
て
い
ま
す
。
プ
ル
サ
ー
マ

ル
は
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
燃
料
の

他
に
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
劣

化
ウ
ラ
ン
（
燃
え
な
い
ウ
ラ

ン
２
３
８
が
約
９９
・
８
％
占

め
る
ウ
ラ
ン
）
で
薄
め
た
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
も
装
荷
し
ま
す
。

原
子
炉
の
性
質
や
挙
動

は
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
や
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
な
ど
が
、

水
で
減
速
さ
れ
た
遅
い
中
性

子
で
あ
る
熱
中
性
子
を
ど
れ

だ
け
吸
収
す
る
か
で
決
ま
り

ま
す
。
吸
収
す
る
確
率
を
ペ

レ
ッ
ト
単
位
で
比
較
す
る

と
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
は
ウ
ラ
ン

燃
料
の
最
大
２０
倍
に
も
な
り

ま
す
。
こ
の
違
い
に
よ
っ

て
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
で
は
炉

内
の
熱
中
性
子
分
布
に
大
き

な
歪
み
が
生
じ
ま
す
。
そ
れ

が
危
険
性
を
増
や
す
一
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
以
外
に
な
い
計
画

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
危
険
性

は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
自
身
の

危
険
性
の
他
に
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
の
作
り
方
（
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
含
有
率
）、富
化
度
（
燃
え

る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
だ
け
の
割

合
）
と
使
い
方
（
燃
焼
度
）

に
よ
っ
て
顕
在
化
し
増
加
さ

れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

日
本
が
計
画
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
と
同
等
の
例
は
世
界
の

ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
含
有
率
あ

る
い
は
富
化
度
の
規
制
値

は
、
他
国
に
比
べ
日
本
は
群

を
抜
い
て
高
い
の
で
す
。

桧
山
、
日
高
な
ど
４
支
庁
の
権
限
と
人

員
を
縮
減
し
、
出
張
所
に
格
下
げ
す
る
道

条
例
が
、
多
く
の
反
対
意
見
が
あ
る
中
で

成
立
し
ま
し
た
。
道
民
生
活
に
一
番
身
近

な
基
礎
自
治
体
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
地

域
振
興
を
ど
う
進
め
る
か
を
明
確
に
議
論

し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
本
来
あ
る
べ
き
支

庁
の
姿
を
規
定
す
る
の
は
困
難
で
す
。
し

か
し
今
回
は
、
こ
う
し
た
検
討
を
置
き
去

り
に
し
、
道
財
政
の
厳
し
さ
だ
け
を
理
由

に
議
論
が
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。
北
海
道

の
将
来
に
明
確
な
方
針
も
持
た
ず
に
、
住

民
に
不
安
だ
け
を
押
し
付
け
た
地
域

切
り
捨
て
政
策
を
強
行
し
た
高
橋
知

事
に
対
し
強
い
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

支
庁
縮
減
に
よ
る
弱
い
地
域
の
切
り

捨
て
政
策
は
支
庁
所
在
地
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。北
海
道
局
の
廃
止
な
ど
、

日
本
の
中
の
北
海
道
切
り
捨
て
論
へ
の
対

案
を
放
棄
し
か
ね
な
い
暴
挙
な
の
で
す
。

地
域
切
り
捨
て
の

高
橋
知
事
に
憤
り

画映「
ふ
み
子
の
海
」チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
３
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

道
本
部
�（
０
１
１
―
７
０
０
―
２
０
５
３
）に
、
名
前
・

単
組
名
・
�
・
住
所
を
記
入
（
８
／
１２
必
着
）

８
月
、
今
年
も

人
勧
の
季
節
が
や

っ
て
く
る
。
自
分

に
と
っ
て
は
、
道

本
部
で
の
２
度
目

の
勧
告
の
時
期
を

む
か
え
る
。

昨
年
は
人
事
院

勧
告
と
、
道
人
事
委
員
会
勧

告
が
「
ね
じ
れ
」
を
起
こ

し
、
そ
れ
を
受
け
て
、
各
単

組
に
お
け
る
賃
金
確
定
闘
争

が
取
り
組
ま
れ
た
。
０７
勧
告

は「
改
善
」勧
告
で
あ
っ
た
た

め
、
概
ね
国
の
人
勧
に
準
拠

し
て
き
た
経
過
を
踏
ま
え
、

国
の
人
勧
を
最
低
限
と
す
る

こ
と
と
し
て
各
単
組
で
交
渉

を
強
化
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
多
く
の
単
組
で
「
国
人

勧
ど
お
り
」
と
な
っ
た
。

今
年
の
調
査
結
果
で
は
、

昨
年
に
比
べ
、
例
月
給
与
・

一
時
金
と
も
引
き
下
が
る
企

業
が
多
数
出
て
き
て
お
り
、

０８
人
勧
は
、
当
初
予
想
し
た

以
上
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
と
受
け
止
め
る
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
地
勤

務
手
当
・
住
居
手
当
・
所
定

内
勤
務
時
間
等
が
こ
の
人
勧

期
の
大
き
な
課
題
と
な
る
の

は
間
違
い
な
い
。

公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
に
ひ

る
む
こ
と
な
く
、
た
た
か
う

組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、「
お
か
し
い
」
と
思
う
こ

と
に
組
合
員
全
員
で
立
ち
上

が
ろ
う
。

（
表

健
一
）

９月上旬
札幌で公開
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高橋惠子さん出演
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